
令和６年度　第１回甲賀市障害者施策推進協議会　質問事項等及び対応方針

資料名 指摘内容 対応方針 回答担当課

甲賀市第３次障がい者基本計画

資料４
シート①

セルフプランについて
〔確認〕令和5年度　評価（Ｃ）・・・「児童のセルフプランは昨年度より
減っているが」とありますが、R4：21.9％→R5：37.4％となっているので、増
えているのではないでしょうか？
〔質問〕全体的にセルフプラン率が増加しています。そこで、相談支援専門員
専任者数の目標値を(R6)12人で実績の(R5)9名よりプラス3名とされましたが、
セルフプランの(R5)187名をどのように対応していけるのでしょうか？保護者
さんのご負担や、保護者さんのマネジメント力を考慮すると、187名に対して
早急な対応が必要だと思いました。しかし、専任者を3名も増やすことは実際
にできるのでしょうか？

〔確認事項〕記載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。ご指摘のとおり、令和5年
度の児童のセルフプラン率は増加しています。者、児ともに増加となっています。
〔回答〕
指定特定相談支援事業所が複数連携し、機能強化型の指定を受けることで機能強化体制加算の
算定による運営強化の取り組みの周知を行い、相談支援事業所の収入の確保に努めています。
現在児童のセルフプラン率が高くなっていることから、児童発達支援センターの機能強化とと
もに、引き続き相談支援事業所と連携し、セルフプラン率の減少、養護者の負担軽減につなが
るよう努めてまいります。

障がい福祉課
発達支援課

資料４
シート②

〔確認〕「強度行動障害者に対応可能なグループホーム等の整備検討」と令和
4年度からありますが、進捗状況をお聞かせいただきたいです。
〔質問〕「福祉人材確保研修費補助」がR5とR6はないのですが、なぜですか？
現在、人材確保において、多数の法人が苦労されていると思いますので。

〔確認事項〕グループホームの開設についての相談や問い合わせは年に数件あり、強度行動障
害者の対応が可能なグループホームの整備を計画に位置付けていることを説明し開設の検討を
いただいておりますが具体的な話には進んでおりません。
引き続き開設に向けて取り組みを進めてまいります。
〔回答〕福祉人材確保研修費補助につきましては、令和5年度実績は、2件、40千円であり、令
和6年度につきましても45千円の予算を確保しております。表記にはありませんが、今後も引き
続き研修費の補助事業を実施してまいります。

障がい福祉課

資料４
シート③

〔質問〕一般診療所数が、R4：43箇所からR5：38箇所に5箇所も減っている
が、医療的ケアの連携に影響はないのでしょうか？

令和４年度の一般診療所数に誤りがありました。43箇所ではなく、39箇所が正当です。お詫び
して訂正いたします。減ったのは１診療所でした。

医療政策室

資料４
シート⑥

〔質問①〕コロナ前までは、企業訪問を行われていましたが、5類へ移行後は
どの様にされていかれますか？
〔質問②〕障がい者合同就職面接会について、参加者(R5)16名の内、雇用につ
ながった方は何名おられたのですか？この面接会は、就職試験としての位置づ
けの面接なのですか？

〔回答①〕コロナ禍より、郵送による対応を行っており、5類へ移行後も引き続き郵送で対応し
ています。
〔回答②〕15名のうち2名が雇用につながりました。当該面接会は説明会と面接会双方の位置づ
けとなっており、後日改めて面接会を行う事業所も多くみられます。

商工労政課

資料４
シート⑧

〔質問〕障がい者スポーツ大会参加者数の目標値(R5)200名と実績値(R5)67名
が、かけ離れていますが、目標値が大きいのか、実際に参加する方がいないの
か、参加したいが参加できないのか、他に。
〔意見〕創作作品の展示については、出入りされる人の層が変わってくると思
いますので、市役所だけでなく、図書館や各市民センターなどの違った場所へ
の展示はいかがなのでしょうか。

〔回答〕令和5年度においては、コロナ禍の時よりは、取り巻く状況は改善しましたが、実際に
参加いただいた人数は少ないものとなりました。コロナ明けしたとはいえ、外出することに躊
躇される傾向も見られましたので、参加人数が目標値より少ないものとなったと推測します。
〔意見について〕創作作品の展示につきましては、昨年度は甲賀市役所および甲南第一地域市
民センターなどで行いました。今年度につきましては、それ以外の展示場所についても検討し
ます。

障がい福祉課

資料４
シート⑨

〔確認〕地域活動支援センターの開設検討の進捗状況を教えてください。 現在目標を１としておりますが、未着手であり、今後検討してまいります。 障がい福祉課

資料４
シート⑬

〔質問〕災害時要支援者避難計画の作成について、甲賀町が低く、作成が進ん
でいませんが、なぜなのでしょうか？対策はあるのでしょうか？

「災害時要支援者避難計画の作成地域数」とは市の様式で個別避難計画を作成された地域数で
す。自治振興会の方針で独自様式で個別避難計画を作成している地区の計上は含まれていない
ため、作成率が低いように見えますが、旧甲賀町は地域柄、見守りについて熱心に独自活動を
されています。

地域共生社会
推進課


